
大
比
側
却
六
圏
三
4
一
川
憲
一
一
縄
駒
併
比

'a町
内
‘
同
一
一
凶
↓
闘
舗

a
E

曾苧瀞絡手大圏帝都京

春田十二顎き事-宮寛

ヰ『子宮量目ー-~司工主主幹ヱ~ 1'11 s'自

論
剛

印
紙
税
臆
ιH.
論

生
物
の
美
的
進
化
・

露
両
亜
の
新
経
桝
政
策
ご
農
業

世
犯 輩

説

ブ
ル
グ
ン
氏
の
諸
枇
曾
主
義
評
論
霊
山

英
同
州
労
働
葉
の
銀
行
岡
有
論

物
債
指
数
の
一
意
味

雑

銀

町
人
の
財
力
こ
士
一
農
刷
階
級

]ω8z-g5ロ一回
H-r
に
つ
き
て
・
・
・
田

英
吉
利
の
間
際
海
運
収
入
・
・
・
・
敬
提

濁
逸
一
併
同
銀
行
の
綾
券
制
度

辻

仙

怠

下

世
隣
保
険
特
別
骨
計
地
則
・
健
闘
陣
保
険
油
施
行
姐
川

敬

技

法

串

博

士

敬

健

瑚

事

十

散
説
杭
血
中
博
ナ

法
問
申
博
士

削
教
祝
組
桝
品
一
士

講

師

紳

隣

国
a

土

霊主
主主

翻
揖
聞
明
博
士

数

技

法

単

博

上

抑制楠岡申博'いし

-
助
敬
投

広

事

士

援

事事

殿

神

戸

正

雄

川
村
多
賢
二

河

田

嗣

郎

地 谷 田

JiI n島

虎 吉 錦

三 彦 治

本

庄

柴

治

郎

財

部

静

治

小
品
昌
太
郎

汐

見

三

郎

， 

. . 
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き

英
吉
利
の
岡
際
海
運
枕
入

小

島

昌

太

郎

E
V』埜

一
般
貿
易
政

部
二
十
問
谷

第

蹴

T 
M 

U日

二、.・
hJA--3
、J
:
、.
Z

や
吻

k
aル
え

t
-
}
二
・
一
才
一
喝

同月

U
1由
td}吉一

EJτ
も

ま

f
魚
幸

M
M舛
υ
I
h
.
-
E一

っ
て
も
、
い
は
ゆ
る
貿
易
外

ω受
拠
肋
定
、
仰
し

E
-

4

詑
E
m
m
M唱

O
E
ピ
宮
武
田
『
]
土
日
司
O
E
t
ω
刷
係
が
如

何
仁
な
っ

t
M刷
る
か
宏
、
数
字
の
上
ド
現
は
す
こ
己

ω

必
架
が
切
出
H
に
戚
也
ら
れ
る
の

賀
川
劫
外

ω一
受
桃
川
仰
山
止
な
る
も
の
、
な
か
に
は
、
そ

ω

前
打
岬

ω
比
峡
的
出
却
な
も
の
正
、
比
腕
的
州
知
な
も
の
ど

が
の
る
。
出
迎
じ
よ

h
τ
山
中
「
る
川

ω辺
氏
般
入
も
、

ニ
山
賀
川
劫
外

ω受
取
勘
定
的
一
つ
で
め
る
が
、

e

』
れ
が

計
算
以
比
峡
的
甜
雑
L
た
同
州
制
な
も
的
で
あ
る
。
そ

L

τ、
そ
れ
は
抗
比
四
剖
鉱
山
方
法
じ
よ
る
こ
.
と
は
訓
・
民
不

可
随
一
じ
め
る
が
た
的
、
川
地
問
計
算
仰
し
雌
鋭
仁
4

h
て

近
似
的
紛
川
市
L
Z
得
る
に
尚
足
す
る
山
舛
な
さ
も
山
「
L
め

る
が
、
・
」
叫
混
似
的
紡
川
広
台
北
も
ん
官
加
的
に
算
川
す
る

的
方
法
・
娩
言
す
れ
ば
副
賞
に
悦
も
近
き
計
約
Mω
粘川恥

を
卸
刊
ゐ
的
方
法

μ
、
闘
に
よ
ι
り
て
必
中
ー
も
同
-
で
は

あ
b
符
な
い
。
そ
川

pu、
定
則
仙
剛
一
胡
栄
山
雄
な
る
附
ピ

不
定
期
船

4
業

ω
脆
な
る
M

閉
じ
仁
よ
b
J
工
、
ま
た
船
舶

の
活
動
地
域
.
航
路
mm雌
.
H
M
載
貨
物
り
つ
も
+
1
h
似
士

山
む
る
も
的
、
如
何
等
仁
よ

h
τ
、
推
第
十
』
訟
を
刷
出
仁

部
一
・
1
川
谷

J
，

L
 

E
一
J
F

"lt~ 

a血

〆、

せ
ね
ば
な

ι凶
か
ら
で
め
る
。

-
』
、
仁
叫
和
介

i'る
附
間
以
、
出
・

42E

ピ
RBω
々
が
、

」

O
R
E
-
o「
H
F
m
戸
O苫
目
的
E
民
ω氏
自
』
問
。

nMO門下
J
1
0
-
-
F

M
M
U内
HUPHι
創

刊

叶

口

H

に
掲
げ
た
る
印
E
民
在
日
包
囲
子

氏

ur
印
庄
司
旬
宮
内
山

'
q
L
で
胤
鉱
山
A
l
た
る
、
央
官
利
保
辿

牧
入
仁
封
ず
る
馴
究

ω
川
悦
似
で
あ
っ

τ、
油
叫
が
山
御
山
地
牧

入
ω
川
問
先
に
も
品
世
考
ど
す
べ
き
も
的
あ
h
ピ
思
ひ
、
こ

、
に
悩
げ
に

ω
で

ι
る
ο

己
R
B
U
H
1
u
、
市
問
務
抗
的
計
鋭
[
た
る
英
吉
利
一
陣
山
地

牧
入
を
先
勺
描
げ
、
そ
山
一
九
二

O
年
山
一
版
作
T
U
一
般

仁
腕
，
、
H

対
話
せ
ら
れ
に
る
山
川
で
め
る
か
ら
、
之
正
樹
比

[
て
そ
的
役
的
各
年

ω倣
内
す
が
川
市
l
τ
介
卵
的
山
も

ω

な
る
か
ピ
い
ふ
こ

F
f
m究
す
る
こ
ど
、

L
、
是
れ
が

た
め
世
間
務
院
叫
村
批
判
、
」
は
別
に
、
制
・
礼
的
判
料
を
川
ゐ
、

旅
客
辿
岱
枚
入
に
つ
い
て
は
一
部
分
・
ト
m怯
計
算

ω方

法
じ
よ
h

他
的
一
部
分
以
川
健
計
算
に
よ
り
、
ま
に

貨
物
巡
行
収
入
仁
つ
い
て
は
安
部
川
雄
前
説

ω方
法
に

よ
る
こ
正
、
し
た
。
-
』
叫
統
計
的
研
究
叫
例
制
は
、
ま

ど
L41
貨
物
並
行
牧
入
合
算
山
ー
に
る
川
比
四
計
算
方
法

的
池
一
台
如
何
山
蜘
じ
懸
る
も
の
で
ゐ
る
。
仰
L
以
下
之



ib:? 

を
紹
介
す
る
で
あ
ら
う
。

4vo
回

B
a
o
-
-
叶

EιAU
』。
z
E巳
の
一
九
一
一
一
-
年
二

月
三
日
時
叫
に
掲
戸
、
る
所
に
よ
る
吉
、
一
九
二

O
年
に
於

げ
る
英
吉
利
海
蓮
の
締
牧

λ
は
、
三
億
人
千
五
百
高
磁

で
あ
る
Z
い
ふ
ニ
ご
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
こ
の
歎
字
は

嘗
時
一
般
に
是
認
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
を
の
後
.
同

誌
は
一
九
二
六
年
一
月
二
十
一
日
競
に
於

τ、
真
に
一

九
二
一
二
、
ニ
四
・
二
五
年
の
運
賃
総
般
入
を
畿
表

L
、

之
に
は
海
運
曾
議
所
曾
頭
の
会
式
の
是
認
が
奥
へ
ら
れ

た
が
、
そ
れ
に
よ
る

t
、
一
九
二
三
年
は
一
億
四
千
六
百

高
砂
、
一
九
二
四
年
一
億
五
千
五
百
高
時
間
、
一
九
二
五

年
一
億
三
千
人
百
高
臨
時
で
あ
る
古
い
ふ
。
此
等
の
計
算

が
、
果
し
て
正
嘗
な
る
基
礎
の
上
に
行
は
れ
た
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
相
互
に
必
宇
一
定

ω聯
絡
が
な
け
れ
ば

な
ら
副
。
そ
の
動
を
こ
れ
よ
b
調
査
す
る
で
あ
ら
う
。

蓮
賃
般
入
な
る

h
の
は
、
族
客
牧
入
ご
貨
物
股
入
ど

に
分
た
れ
る
。
先
づ
、
英
士
ロ
利
に
出
入
ず
る
族
客
の
統

計
を
調
ぶ
れ
ば
究
り
如
〈
で
あ
る
。

雑

総

英
吉
詞
自
国
際
海
運
肱
入

H
N
1
1
i
l
;
i
d
u
r
u
-
-
!
1
r
1
パ

1
1
4
y
i山

u
i
w
旬、
1J?Uilid--hH

i

J

時

欧

洲

A

甘

衆

圃

其

他

四

件

園

英

領

北

米

法

制

刷

新

爾

耐

英

領

南

阿

印
度
及
セ
イ
ロ
シ

其
他
白
英
領
舟
地

合

骨f

早ー
プL

元革審主霊孟呈 ~I日l
~ ド手-1

L22一塁4
元長究宗青語里雲三;:1函

￥二
九

五

一ニ

金

干
、
主
口

A

昌
吉奥

一四
4

Z44 =一
男一五

五
口

'" 霊
昌
、
一
日
同

愛
蘭
土
自
由
闘
の
獅
立
に
よ
h
、
こ
の
表
の
外
に
出

で
た
る
族
客
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
九
二
三
年
に
は
一

入、

0
0
0入
、
一
九
二
四
年
に
は
二
六
、

0
0
0入、

一
九
二
五
年
に
は
三
九
、

0
0
0人
が
英
般
に
よ
っ
て

愛
蘭
土
の
誇
港
か
ら
北
米
へ
橋
建
せ
ら
れ
た
・
也
子
炉
、
加

算
せ
ね
ば
な
ら
凶
。
一
九
二

O
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
旅

客
は
右
の
表
に
合
ま
れ
て
居
る
。

放
客
り
凡
そ
八

C
M刊
は
、
欧
刷
州
大
陸
及
び
地
中
海
諸

岡
正
の
交
通
で
あ
b
，
、
欧
洲
放
客
の
五
五

μは
叉
り
。
，

第
二
十
四
巻

四

七

第

現

丸

，11 

， 刊..ν



貨
物
運
賃
枚
入
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
叶

}
M
O

巴
巴
守

司
耳
目
阿
古
河
内
岡
山
再
司
に
掲
げ
ら
れ
た
相
場
を
利
用
す
る

こ
ご
に
し
た
。
こ
の
刊
行
物
じ
は
、
そ
の
十
二
月
末
仁

品
目
行
す
る
〉
ロ

E
巳
河
内
乱
。
耳
に
、
過
去
十
二
ゲ
月
間

区
一
一
の
卒
均
運
賃
寧
が
載
引
て
ゐ
る
。

等

一

三

等

一

E
↓
二
貨
物
運
賃
の
計
算
は
、
ま
た
指
数
に
よ
る
こ
芭
に
し

年
一

0

1

た
o

そ
し
て
そ
の
基
噂
を
一
九
二
O
年
に
置
〈
二
百
に

一
ご
し
た
。
こ
の
年
の
運
賃
枚
入
に
つ
い
て
は
出
O
R品。『

λ

一
、
同
日
常
が
詳
細
な
計
算
を
な
し
に
こ
Z
が
ゐ
h
、
ま
た

一口一の
Z
E
t
o『

o
h
m
E』U
唱
山
口
聞
の
指
数
も
-
ふ
年
を
基
準
三

二
一
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
も
、
指
数
の
基

百
一
準
年
ご
し
て
採
用
し
得
る
年
で
ゐ
る
げ
れ
刊
と
も
、
是
の
‘

亘
工
ヰ
の
後
円
世
界
大
戦
時
代
を
通
じ

τ〕
英
吉
利
の
海
運
に

於
て
は
、
不
定
期
般
事
業
に
大
な
る
縫
化
が
ゐ
h
、
且
つ

一
般
使
用
般
の
大
さ
に
も
麗
化
が
め
っ
た
か
ら
、
基
準

|L3F 

録

英
吉
利
目
圃
際
海
越
投
入

雑

ヨ
叫
及
び

F
L
r
E
8
5
通
過
の
も
の
で
、
一
一
五
%
は
南

部
英
仰
海
峡
泌
過
で
あ
り
、
二
O
%
が
そ
の
他

ω
諸
治

か
ら
の
族
容
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
ら
欧
洲
ご
の
交
通
に

於
り
る
旅
客
枚
入
い
い
各
航
路
に
於
り
る
確
定
運
賃
ご
放

客
等
級
ご
に
よ
り
て
算
出
す
る
。
そ
れ
他
の
欧
洲
以
外

の
地
方
ご
の
族
客
交
通
の
運
賃
は
、
同
じ
航
路
で
あ
っ

て
も
般
に
よ
っ

τ
一
定
し
て
居
な
い
か
ら
、
定
援
に
算

出
は
出
家
な
い
が
、

cor・ω
。nm
g
r由
民
国
間
口
与
を

基
礎
ご
し

τ作
っ
た
弐
の
表
に
よ
る
こ
吉
、
し
北
。

0-1 
平丸I

歪1

年さl等

0-1一
年:li.1ー

問プ前新法市合加
aι 

シ 証由i同三エ印 ア ス 爾 衆 捺
ィ'"
レ A 

度 ス イ 蘭 、 ー 〆 阿園陀

国 A 由 -- 一=一一J、式~吾 回首 耳同目脅

量 完 合 文 ; 右 主君恩院

書量究金金曜孟宗暢

量 2gt奇 金 会l 吾き邑時

.-L量-.L竺巴毛主主脅

小
児
を
除
き
.
叉
英
米
間
的
放
客
の
一
玉
川
判
乃
至
ニ

第
三
十
四
巻

第

暁

O 

四
一
入

O
M
刊
は
外
国
般
で
輪
迭
せ
ら
れ
る
も
の
ご
見

τ、
旅
客

運
賃
は
蹴
算
一
九
二
O
年
に
は
二
千
七
百
高
城
、
一
九

二
三
年
、
一
九
二
四
年
及
び
一
九
二
五
年
は
各
二
千
六

百
両
磁
正
計
算
す
る
c

-、
..、， -• .・a・・・ .~ 



ILK-

総

英
吉
剰
の
園
際
海
謡
肱
入

年
Z
し
て
採
用
す
る
に
は
二
の
年
は
不
通
嘗
で
あ
る
。

か
〈
て
・
一
九
二

O
年
に
は
凡
そ
一
一
二

O
積
の
蓮
賃

率
を
利
用
し
‘
そ
れ
以
後
の
三
ゲ
年
は
三

O
O以
上
り

運
賃
率
を
利
用
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
計
算
し
て

鯖
納
し
た
る
所
仁
よ
れ
ば
、
運
賃
率
の
指
数
は
次
表
の

如
〈
で
あ
る
。
こ
の
表
に
於
て
は
、
運
賃
率
は
貨
物
の

積
類
別
に
分
類
し
、
且
つ
船
舶
活
動
の
地
方
別
に
阻
止
庁

す
る
こ
ご
に
し
台
。
そ
し
て
、
例
へ
ば
北
部
欧
羅
巴
に

於
て
は
、
輸
出
の
石
炭
運
賃
を
総
て
合
し
て
取
扱
ひ
、

そ
の
算
術
平
均
を
Z
っ
た
も
の
で
あ
る
。
-
』
の
石
且
抗
運

賃
な
る
も
の
は
、
よ
〈
之
を
調
べ
て
見
る
吉
、
航
路
の

距
離
の
長
吉
に
従
っ
て
或
程
度
の
規
律
性
を
以
て
麓
化

し
、
ま
た
通
常
同
じ
傾
向
を
以
て
且
つ
同
様
の
稗
皮
を

以
て
麓
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
木
材
の
輸
入
蓮

卒
の
卒
均
を
も
採
用
し
た
。
英
吉
利
般
は
、
こ
の
航
路

に
於
て
木
材
の
運
送
に
従
事
す
る
も
の
は
割
合
少
い
の

で
あ
る
が
、
こ
の
木
材
運
賃
な
る
も
の
い
、
一
般
貨
物

運
賃
の
鑓
動
の
指
針
ご
し
て
取
扱
ひ
得
る
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
〔
か

f
τ
代
表
的
運
賃
の
描
出
動
を
之
に

よ
り
て
知
る
こ
ぜ
、
す
る
J

華事

貨

物

謹

賀

指

政

事

-

褒

地

mw北
部

欧

羅

巴

輸

入

串

(

木

材

)

輸

出

串

(

石

炭

}

評
語
結
合
串

仙
沼
産
締
巴
(
駄
明
暗
阿
部
)

輸

入

寧

(

原

鏑

)

輸

入

車

(

木

材

)

輸

出

串

(

石

決

)

静

貢

献

串

州
問
中
川
噛
及
東
部
地
中
海

輸

入

申

(

般

物

)

輸

入

車

(

棉

花

)

輸

相

車

(

石

決

)

評
軍
縮
骨
平

川
何
回
部
及
南
部
阿
弗
利
加

輸

入

車

{

木

材

)

輸

出

噛

(

石

旋

)

評
首
紺
骨
車

仙
東
部
剛
弗
刺
加
よ
り
印
皮

輸

入

車

(

般

物

)

第
ニ
十
四
巻

四

九 方

院
国
国
院
じ
陶

器一一一一一
置
広

一一一一日…宣伝

gi-正
L
-

一三一同会

第

蹴

一

a‘-
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雑

錐

英
士
同
剥
白
岡
際
海
運
枚
入

ゆ
東
部
亜
細
謡
、
太
平
洋
諸
島

輸

入

事

川

川

議

削

輸

入

事

輸

入

串

静
震
締
什
山
中

(
般
物
)

(
木
材
)

加
W
北
米
(
大
岡
梓
}

輸

入

車

(

般

物

)

輸

入

車

(

軟

本

付

)

愉

入

事

(

棋

本

相

)

許
煎
紡
骨
組
・

仙
川
四
印
成
共
附
近

輸

入

事

(

砂

糖

)

川
市
堆
(
犬
四
洋
)

輸
入
車
(
融
制
物
)

愉

入

車

(

肉

組

)

愉

聞

申

(

石

炭

」

評
誼
結
合
申

(12)1 (1.1) 
北 |市

輸 (愉米
来|及

入 | 入 中
金 l 未

申 ~I 唱*
(洋 1-平
蔵 -1硝洋
物 | 石 )

F
F
t
E
 

一一g
i
吾
一
口
一
干
上
手
宅

第
二
十
四
巻

第

腕

= 

一

四

O 

右
の
表
は
、
一
九
二

O
年
を
基
準
ご
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
周
年
は
い
¥
つ
れ
も
、
一

O
O
E
Lた
も
の

で
、
そ
の
他
の
年
は
、
算
術
的
聯
鎖
計
算
法
仁
よ
b
て

算
出
し
、
新
ら
た
な
賃
率
相
場
が
立
っ
た
場
合
に
は
、

之
を
同
様
の
方
法
に
よ
っ
て
取
扱
っ
て
あ
る
。

E

次
に
評

重
結
合
率
・
(
の
O
B
E
m詰
ι
E
E
d
a
m
F件
。
仏
)
古
い
ふ
の

は
・
各
航
路
に
於
り
る
英
士
ロ
利
般
の
金
運
賃
を
、
輪
出

(
O
ロ
Z
R仏
)
の
場
合
に
は
、
貨
物
を
積
裁
し
て
出
帆
し

た
般
舶
噸
教
に
よ
h
て
、
輸
入

3
0
5
0
5
E
)
の
場
合

に
は
、
貨
物
を
積
載
し
て
入
港
し
た
般
舶
噸
較
に
よ
り

1
、
乗
し
て
得
た
る
も
の
を
指
数
仁
換
算
し
柁
も
の
で

あ
る
。航

路
に
よ
b
て
、
取
締

ω代
表
的
な
る
運
賃
率
が
利

用
し
得
る
場
合
仁
は
、
各
賃
率
の
話
要
?
ぜ
考
慮
し
、

之
に
重
さ
を
附
り
て
、
一
つ
の
率
に
結
合
せ
し
め
た
。

例
へ
ば
、
西
部
欧
羅
巴
か
ら
の
輸
入
運
賃
率
ご
し
て

は
、
原
鋸
古
木
材
ご
が
利
用
出
来
る
か
ら
、
こ
の
方
面

か
ら
の
貨
物
積
載
入
港
船
舶
噸
教
は
、
各
年
・
こ
の
地

方
か
ら
輸
入
せ
ら
る
、
原
鍍
己
木
材
正
の
重
要
吉
じ
従

っ
て
随
分
し

τ取
扱
っ
た
。

.... 

.<・・.



か
〈
て
、
英
吉
利
舶
の
活
動
す
る
主
な
る
十
ニ
の
地
各
地
方
へ
出
机
し
又
は
ニ
れ
ら
各
地
方
よ
り
入
港
し
た

方
に
つ
い
て
、
十
二
の
結
合
且
つ
評
一
堂
慈
賞
率
を
、
上
る
英
吉
利
締
の
噸
数

ω比
率
を
先
づ
算
出
し
汁
こ
の
比

記
の
方
法
に
よ
わ
り
て
計
算
し
た
の
で
あ
る
が
、
夏
に
同
一
率
を
そ
れ
ら
各
地
方
の
重
さ
正
し
て
、
之

ev前
表
的
各

じ
題
旨
の
計
算
法
に
よ
っ
て
、
各
年
の
世
界
的
運
賃
率
一
地
方
の
率
仁
乗
じ
た
る
も
の
を
絶
て
平
均

L
て
世
界
還

を
計
算
す
る
。
帥
も
英
吉
刺
諸
搭
に
貨
物
を
積
載
し
て
一
賃
卒
を
計
算
す
h

の
で
ゐ
る
。
か
〈
て
次

ω
表
を
待

出
入
し
た
る
全
英
吉
利
舶
の
噸
軟
に
謝
し
て
、
前
表
の
一
だ
。

(者(品)(品)(品)斜面日(品}fUL弘
山一 島 部 部 部 部 海 部
フ~ l.a 阿 且 及 猷

芸印 理君事事君
!日 ・加阿地>>.
E 度 米 側 大 よ 殉 中 商

品 平 り利梅部
全 伴 印加地

型 一一|工-1p:a 
三一貴賓

不全J指

肱 1;:12 1敢
入 iコ平mtl

手手手苧手幸 手 幸 手 手 | 函 111=1'盲

1日一貫:ニ

き12'1'1褒
王
年

川 貨

豆一五三三五一士五五三一三JEZ
引!I
早 I~

航
路

事

貨

物

宕

き
ょ
九豆

足
早
八
百

同
J、
品

昌

一-a ，、
口

zz-my也

Z
-
・
也

雑

録

IUi 

と5

?~ 

正義

語
五

-s-

五-一主主
子

g

都
三
十
四
谷

評

宵

貨

物

運

賃

牢

(
一
九
二
の
単

iu
一O
O
)

丸
二
五
丘
一
九
引
引
引
副
引
引
責
年

一口・宗

出. 

-
Z

・-一子

回

A 

... . 手

-h
唱

J、. 

，、. 

昌・口()

三
・
白

且

-aq

内. 
口

話. 
ゴ

匂・岳一

b

で阿】
回

.. 
男ヰ
'‘ 

同

-z。・A
託

ロ・省主完
口・
A
勺

2

・A
明
日
幅

七・口一一
口・謁一

一一・一一司一畳第
二
都

同・主
子
主

ロ
・
岳
-

A

・-z
ロ・合一

一

同・望
五・一点

現

完

-<  

A 

内

一一・口同
ロ・ヨ一

会

-↓・内一一
A
・同
A

ロ・曲目

主主

去

‘、

. .....# 
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前
表
下
段
最
修
行
に
掲
げ
た
る
一
九
二
三
年
の
二

人・

O
三
、
一
九
二
四
年
の
二
人
・
入

O
、
一
九
二
五
年

の
二
七
、
五
六
が
、
い
イ
れ
も
、
一
九
二

O
年
を
一

O

otし
た
る
各
年
の
世
界
的
運
賃
指
数
で
あ
る
o
今、

こ
れ
ら
を
、
海
運
曾
議
所
に
於

τ、
二
十
五
積
の
運
賃

率
を
基
礎
ご
し
て
算
出
し
た
る
蓮
賃
指
数
ピ
比
較
す
れ

ば
、
究
の
如
〈
で
あ
る
。

温室
回一

室 空

海
辺
智
議
所
白
調
鑑

前
掲
評
重
症
賃
揖
般

卜一一「平二|
ggl丸

悼判正
ええlさ

IBl巴 .1 '" 
年一

天元l 丸

一金三塁一一旦
|年一

|手季 12
突 き | 玉

一
九
ニ

O
年
の
運
賃
織
牧
入
三
億
八
千
五
百
高
磁
か

ら
、
旅
客
運
賃
の
二
千
七
百
高
傍
を
控
除
す
る
正
、
貨

物
漣
賃
枚
入
は
三
億
五
千
八
一
宵
高
傍
で
あ
る
。
者
し
前

拐
の
評
重
漣
賃
指
数
が
各
年
に
直
接
利
用
せ
ら
る
、
も

の
芭
す
る
な
ら
ば
、
一
九
二
三
年
の
貨
物
蓮
賃
枚
入
は

第

二

十

同

巻

四

ニ

コ

修

ニ

規

一

コ

一

回

口・室

7
ロ
ヱ
一
・
宰
-

0

・歪
Z

口・吾」一

z

=

7

2

7

2

?

三

0

・量一

角

H
F民
一
回
制

一
億
務
、
一
九
二
四
年
は
一
億

O
三
官
官
向
勝
、
一
九
二

五
年
は
大
穂
九
千
九
百
高
臨
切
で
あ
る
こ
さ
に
な
る
。
併

L
、
こ
の
計
算
に
於

τは
、
船
舶
は
各
年
共
同
じ
科
度

の
積
荷
を
以
て
鋤
腹
を
充
し
た
も
の
Z
仮
定
し
た
の
で

あ
る
が
、
賞
際
に
於

τは
古
う
で
な
い
こ
E
言
ふ
ま
で

も
な
い
。
〔
そ
こ
で
、
こ
ん

E
は
積
載
貨
物
量
の
指
数

(
H
邑
自
l
E
E
Z円。『
H
O
邑
宮
間
)
を
調
査
す
る
ζ

吉
、

す
る
〕貨

物
の
輪
出
入
統
計
に
は
、
之
を
積
載
す
る
船
舶
の

周
籍
に
よ
b
て

ω分
類
が
掲
げ
ら
れ

τゐ
な
い
。
従
っ

τ積
載
量
の
厳
密
な
る
比
較
は
曲
家
な
い
γ

。
併
し
乍

ら
・
粗
い
比
較
な
ら
ば
或
範
囲
ま
で
は
出
来
る
。
そ
の

方
法
は
、
貨
物
を
積
載
し
て
英
吉
利
各
港
ょ
・
9
出
帆
し

又
は
各
港
へ
入
港
す
る
英
吉
利
般
正
外
国
船
正
の
線
慢

の
噸
教
を
以
て
、
貨
物
の
総
量
に
比
較
計
算
す
る
ニ
芭

で
あ
る
。
こ
の
船
舶
噸
歎
の
方
は
統
計
が
あ
る
W
れ
ど

白

河

0
・
五
回

一石・皐円

-、

. .・・.・←



色
、
貨
物
総
量
の
方
は
推
測
に
よ
る
の
外
は
な
い
。
そ

し

τ、
計
算
上
仁
は
多
く
の
続
貼
が
あ
る
り
れ
ど
も
、

或
年
か
ら
次
の
年
へ
の
超
勤
は
相
賞
精
密
に
指
摘
す
る

こ
ご
が
出
来
る
。
併
し
こ
れ
よ
ち
も
賞
際
上
甚
に
じ
い

障
援
は
、
英
吉
利
舶
ピ
外
岡
船
t
は
、
司
ぞ
の
積
載
紋
態

を
同
じ
〈
し
T
居
る
ご
仮
定
す
れ
ば
計
算
は
楽
で
あ
る

が
、
ぞ
れ
が
臭
っ
て
居
る
こ
E
で
ゐ
る
o

木
材
や
原
銑

や
穀
物
ゃ
を
積
載
し
て
入
港
す
る
外
岡
舶
、
又
は
石
炭

を
積
哉
し
て
出
帆
す
る
外
周
舶
の
大
部
分
は
、
舶
腹
十

分
に
積
ん
で
居
る
け
れ
ど
も
、
英
吉
利
の
定
期
鋤
は
、

そ
の
配
般
表
に
従
っ
て
積
荷
が
あ
る
ど
な
い
己
に
拘
は

ち
干
、
定
期
日
に
出
帆
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
-
-
の
貨
物
指

数
の
計
算
に
於
て
は
、
併
し
、
英
吉
利
舶
の
最
大
積
載

量
に
於
て
計
算
せ
ら
れ
て
居
る
。
ぞ
れ
は
到
底
か
〈
す

る
の
外
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
〈

τ、
そ
の
相
掛
的
事

震
は
、
次
の
如
〈
で
あ
る
。

貨

棺

殴

絢

:輸
:塗
:せ
宵ら
高れ
噸た

貨
物
重
量

」一平-

E1J 
壬I~--
Zfii 

旬ー

到
且

雑

離

英
吉
剰
の
間
際
海
運
枇
入

品川

積 E宮崎百貨
時納荷物
1!( 純純積
物噛噸載
指百出
離噸入

前 証書
り 船
貨

語」笠ーし
土

同|三三 8
~l I '-: '"・岡 1 C)3!LC>

酷
9ト
修
正
音「
算

* 

完三 面 也
-玉三ー>'<←三三L←

*一
一ニ
7
E

一一回・主

一口一一・=

+キ
c> 

一口干九
九一阿・一

前
に
掲
げ
た
る
貨
物
運
賃
牧
入
を
、
こ
山
貨
物
指
数

に
J
h
t
修
正
し
て
、
運
賃
牧
入
の
総
計
に
つ
き
槻
算

し
て
得
た
る
所
は
衣

ω如
〈
で
ゐ
る
。

車唱紬

穂高罪
遮蓮謹 I ー

賃 賃貸壇
牧牧肱置

三三l受

九 l位

i L豆ぇ!主|喜

~I豆剖旦l

~I豆毛

室 長ヌ，

一
九
二
三
、
一
九
二
四
、
一
九
二
五
の
三
年
の
各
組

計
運
賃
牧
入
を
、
商
務
院
計
算
の
数
字
・
己
比
較
す
る

に
、
こ
の
三
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
百
高
砂
、
二
千
四

百
高
時
間
、
及
び
一
千
九
百
高
勝
、
少

f
な
っ

τ居
る
。

こ
の
差
額
を
生
じ
た
る
理
由
は
、
イ
積
載
貨
物
指
数
の

計
算
方
法
の
不
完
全
、
ロ
全
然
諸
外
国
聞
の
航
海
よ
ち

四
二
三

手 *
巴

第
ニ
十
四
血
管

第

幌

五

""'---

前ー-
\..~.・・



英
吉
利
回
圃
際
海
運
枚
入

英
吉
利
般
的
獲
る
運
賃
.
川
一
九
二
三
年
四
月
一
日
以

後
に
於
げ
る

d
E
Z品
自
国
間
島
O
E
t
E
ω
F
F
z
m
E問。

Z
の
閥
り
貿
易
よ
b
の
運
賃
牧
入
、
の
三
期
に
於
て
見

出
さ
れ
品
。
諸
外
側
聞
の
運
賃
牧
入
が
、
英
吉
利
の
枚

入
に
正
味
貢
献
す
る
所
は
‘
比
較
的
僅
少
で
ゐ
る
け
れ

H

と
も
、
そ
の
活
動
の
殆
ど
全
部
が
海
外
に
於
て
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
動
よ
ち
見
れ
ば
、
磁
に
相
官
の
額
に
上

る
。
英
吉
利
舶
の
愛
蘭
土
自
由
園
ピ
の
航
海
に
や
い

τ

は
、
統
計
が
あ
る
。
即
ち
次
の
如
し
。

雑

録

貨
崎
繍
強
入
港

貨
物
積
載
出
港

空

船

入

港

型

船

m
搭

ヨ一、豆且

問
、
昌
一
石

一、昌一一円
日石
hm

未

百宇

* 

四亘 I，.. I五
冗長這 IOlR I lf 

合キ今守* 

こ
の
表
仁
も
見
は
れ
て
居
る
が
如
〈
、
愛
蘭
土
ピ
の

貿
易
に
従
事
す
る
舶
舶
は
、
積
載
カ
の
少
レ
も
の
で
、

且
つ
片
道
逗
廷
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
そ

Lτ
、
少
蘭

第
二
十
四
巻

第

班

プミ

四

回

寺舎

土
へ
の
石
茨
輸
出
は
、
貨
物
を
積
載
し
て
岡
地
へ
向
ひ

出
帆
す
る
船
舶
噸
数

ω
二
一
乃
至
二
五
%
で
あ
る
。
こ

の
石
炭
蓮
貨
の
卒
均
は
、
一
九
二
三
年
に
は
七
志
入
・

六
人
片
・
一
九
ニ
阿
年
に
は
六
志
九
・
六
一
片
、
一
九

二
五
年
に
は
六
志
ニ
・

O
七
片
で
、
轍
出
量
は
一
九
二

三
年
の
九
ヶ
月
(
愛
蘭
自
由
園
の
濁
立
は
同
年
四
月
な

る
ゆ
え
)
に
一
、
四
八
五
、
四
二
五
噸
、
一
九
二
四
年
に

は
二
、
四
七
一
、
八
五
六
噸
、
一
丸
ニ
五
年
に
は
二
二
一

四
=
コ
ー
一
六
噸
で
ゐ
っ
た
。

rか
ら
是
の
蓮
賃
枚
入

は
、
一
九
二
三
年
の
九
ヶ
月
は
凡

ε五
七
閥
、

0
0
0

時
間
、
一
九
二
四
年
は
凡
そ
入
四

O
、
0
0
0勝
、
一
九

二
五
年
は
凡
そ
六
七
六
、

0
0
0磁
で
あ
る
。
之
に
術

ほ
、
他
の
貨
物
の
運
賃
己
、
一
九
二
四
年
に
は
六
五

九、

0
0
0入
、
一
九
二
五
年
に
は
六
人
七
、

O
内

O
人

の
放
客
運
賃
を
加
算
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈

t
、
愛
蘭

土
芭
の
海
運
よ
り
得
る
牧
入
は
、
先
づ
一
ヶ
年
二
百
高

磁
を
多
〈
超
過
す
る
も
の
で
は
♀
い
。

備
は
、
諸
外
国
聞
の
航
海
に
よ
b
て
得
る
収
入
は
、

素
よ
り
そ
の
詳
細
が
判
明
し
難
き
も
の
で

b
る
が
、
一

ク
年
凡
そ
一
千
高
疎
か
ら
二
千
高
磁
の
聞
に
於

τ年
に

側、

• .'・-



1b♂l 

録

英
吉
利
の
圃
際
梅
混
牧
入

は よ

い て

。事
ゐ
る

の
ご

最・
て

大
し
て
不
合
理

こ
、
に
於
て
、
最
初
に
紹
介
し
た
る
商
務
院
の
計
算

に
か
、
る
一
九
二

O
年
・
一
九
二
三
年
、
一
九
二
四

年
、
一
九
二
五
年
の
運
賃
牧
入
を
観
察
す
る
仁
、
そ
の

計
算
相
互
の
問
仁
調
和
が
あ
る
の
み
な

ι守
、
を
れ
ら

の
数
字
は
、
今
:
に
行
ひ
た
る
そ
れ
よ

h
も
真
じ
詳

密
な
る
計
算
方
法
に
よ
る
も

ω
z、
よ
く
合
致
す
る
も

の
な
る
-
』

Z
が
わ
か
る
。

商
務
院
は
、
真
に
ニ
の
計
算
よ
り
進
ん
で
、
英
吉
利

海
運
よ
り
租
車
内
、
る
所
の
図
民
所
得
を
算
出

L
τ
居
る
。

そ
れ
に
よ
る
正
、
そ
の
金
額
は
、
一
九
二

O
年
に
は
三

億
四
千
五
百
高
破
、
一
九
二
三
年
は
一
億
二
千
高
破
、

一
九
二
四
年
以
一
億
三
千
高
磁
・
一
九
二
五
年
は
一
億

一
千
五
百
高
械
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
こ
、
に

詳
細
に
計
算

L
た
る
所
芭
異
る
材
料
よ
り
出
づ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
吾
々
の
今
関
興
せ
ぎ
る
所
で
あ
る
が
、

只
こ
、
に
は
、
海
運
よ

h
の
総
牧
入
古
い
ふ
も
の
も
、

手
の
闘
民
所
得
Z
い

ιも
の
も
、
海
運
業
の
利
益
に
つ

雑

い
て
は
何
等
の
こ

Z
を
掲
示
し
な
い
も
の
で
あ
る
ご
い

ふ咽』

εを
注
意
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

上
過
の
計
算
仁
於
て
は
、
主
正
し
て
、
石
炭
、
木

材
、
原
鏡
、
穀
物
等
の
通
常
大
量
貨
物
言
し
て
轍
怠
せ

ら
る
、
も
の
、
運
賃
を
基
礎
正
し
、
定
期
般
に
よ
・
り
て

聡
迭
せ
ら
晶
、
、
こ
れ
ら
よ
り
も
高
き
運
賃
の
貨
物
に

つ
い
て
の
計
算
が
省
か
れ
て
濯
る
。
放
に
か
、
る
計
算

法
に
よ
る
も
大
過
な
い
こ
ご
に
つ
い
て
少
し
設
明
を
加

へ
で
置
か
。
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
に
、
上
の
計
算
に
於
て

も
、
肉
類
、
羊
毛
、
砂
糖
等
の
比
較
的
高
い
V

運
賃
の
貨

物
が
基
礎
己
し

t
採
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
若
し
こ
れ
ち

を
採
用
し
な
い
な
ら
ば
、
卒
均
の
運
賃
率
は
真
に
少
〈

現
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
第
ニ
に
一
九
二
五
年
に
は
、
実

士
ロ
利
へ
の
轍
入
貨
物
を
重
量
の
上
よ
ち
言
へ
ば
、
牢
分

は
穀
物
、
原
鎖
、
木
材
等
で
あ
り
、
叉
輸
出
貨
物
も
そ

の
重
量
の
上
よ
h
言
へ
ば
七
分
の
五
以
上
が
石
炭
で
の

る。

rか
ら
、
特
殊
貨
物
の
蓮
賃
Z
い
ふ
も
の
は
、
運

賃
牧
入
の
計
算
仁
は
只
僅
か
に

L
か
影
響

L
な
い
も
の

で
あ
る
。
毛
し
て
こ
れ
ら
の
貨
物
の
運
賃
は
、
金
額
よ

銘
二
十
四
番

回

茸

第

腕

七

-、.

. .・..



雑

錐

英
育
利
回
圏
際
海
運
枚
入

b
見
れ
ば
、
大
量
貨
物

ω運
賃
に
超
過
す
る
所
は
僅
か

な
も
の
で
あ
る
o

第
三
に
、
者
し
、
こ
れ
ら
特
殊
貨
物

に
関
す
る
高
き
運
賃
を
計
算
に
入
れ
る
ご
す
れ
ば
、
他

方
に
於
て
は
、
定
期
舶
に
よ
っ
て
運
詮
せ

ιれ
る
穀
物

そ
の
他
の
貨
物
が
、
前
拐
の
運
賃
卒
よ
り
安
〈
蓮
ば
れ

る
こ
ど
、
、
そ
の
分
量
ピ
を
計
算
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な

〈
な
る
。
突
に
掲
戸
、
る
表
は
、
紐
育
に
於
り
る
定
期
船

賃
率
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
、
不
定
期
鋤
運
賃
Z
の
比
較

に
於
て
.
今
述
べ
た
る
剥
に
関
聯
し
て
奉
考
ご
な
る
も

の
で
あ
る
。
不
定
期
舶
の
紐
育
、
李
鍾
同
運
賃
は
・
一

ク
オ

1
タ

1
P
に
つ
き
安
き
ご
き
は
一
士
山
で
ゐ
る
が
高

き
正
き
は
四
志
に
上
っ
た
。

知
育
李
加
盟
問
定
期
船
運
賃

=

1
二
C
-
一
丸
三
三
二
九
二
四
二
九

J

一軍

一

年

一

晶

年

五

，

ー
ハ
審
問
入

O
斤
・
:
・
・
:
・
市
一
一
子
会
一
同
子
口
一
一
千
七
宅
一
子
昌
三

食
栂
晶
一
O
O
片
・
・
セ
ン
ト
↑
空
・
若
君
・
三
宍
・
〓
き
・
8

凄
粉
一
四
O
片
・
:
・
セ
ン
ト
一
主
・
金
一
向
・
塁
一
品
・
元
一
九
・
史

柿花一

O
O
片
:
:
セ
シ
上
一
葦
・
九
一
呈
・
81
同
}TO--

里・元

容
積
貨
物
一
立
方
眼
セ
シ
土
且
A・毛

Z

一-z
一単一天・口
A

g
・8

右

の

指

lじ為 t

敷

第
二
十
四
巻

回
二
大

第

就

J、

容綿密食 1)、
積花粉極姿
貨 一 一 品 凹
物 O 四一八
一0000
立 )j 片 O 片
方舟
帆

g g gg  g 

三三三三三主亘三三

一回
-
z
z
一一九・

2
m
h

主

同〔)・
z
=

豆一・九誠一
一一一一一一旦
歪・
8
一
室
・
三

こ
れ
を
、
前
に
掲
げ
た
る
北
米
航
路
の
許
重
運
賃
指

致
芭
比
較
す
れ
ば
、
評
重
指
数
を
以
て
こ
の
航
路
の
運

賃
を
代
表
せ
し
め
て
差
支
な
き
こ

Z
が
ゆ
る
で
ゐ
ら

O
 

Z
可ノ

一泊・出回

耳
川
・

g-

目
玉
・
田
章

一一品・
2

月
A
・
由

0
4

き
れ
ば
、
こ
、
に
結
論
ピ

Lτ
、
商
務
院
が
英
吉
利

海
運

ω組
牧
入
ご
し
て
、
一
九
二

O
年
は
三
億
八
千
五

百
高
磁
・
一
九
二
三
年
は
一
億
四
千
六
百
高
研
、
一
九

一
一
四
年
は
一
億
五
千
五
百
町
内
樹
、
一
九
二
五
年
は
一
億

三
千
八
百
高
窃
で
あ
る
さ
い
ふ
計
算
は
大
槌
正
僚
な
る

も
の
Z
認
め
得
る
も

ωで
あ
る
E
い
ふ
こ
ご
が
出
来

る
。
〔
由
民
〕
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